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① これまでの会館、文化的事業とのかかわり

・文化会館の応援団として、友の会を立ち上げ、今日に至っている。

・現在も３００人弱と会員数が増えない。 ⇒ 市民の関心が高まらない。

・敷居が高い。

・会員をやめていく人は、いない。リピーター化している。

② 現在の文化会館、文化振興事業の問題点

・集客のための交通手段がほとんど自家用車であることが問題である。（お

年寄りが来れない）

・唯一の公共交通手段のバスも乗客が見受けられず空バス状態である。

・イベント時にはシャトルバスを考える必要がある。

③ 今後の文化会館のあり方、事業の持ち方

・子供からお年寄りまで、広く集客をするための企画が必要。

・会館は、自由に使えそうで、なかなか一般市民が足を向けて利用するには、

大きすぎる。

・小出保育園などのイベントでは、家族など多くの観客が訪れる。

・公民館と同じレベルで使用できるようであれば市民に親しまれ、多くの方



から使ってもらえる。

④ その他、文化会館に対する自分の思いなど

・山間地に文化を！現在は、大変その成果が見られる。

・是非今後も文化の火を燃やし続けて欲しい。


